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【研究の目的・課題】  
 自動車業界の発展は、我が国の高度経済成長を支え、経済の発展に大きく関わり、現在も基幹産業と

して日本を支えている。そこで、まずは我が国自動車業界の発展の軌跡を追うこととする。また、現在

日本では自動車の販売台数が伸びず飽和状態となっている。そこで、今後どのように変化していくのか

について、自動車業界の展望を調べ論ずる。  
自動車は 2～3 万点の部品から出来ている。しかし、そうした部品全てを自動車メーカーが造ってい

るわけではない。その約 7 割を外部の部品・資材メーカーが製造している。ゆえに、自動車産業の発展
は、自動車部品工業が支えてきたといっても過言ではない。本論文では、そうした自動車部品産業にも

目を向け、その発展・現況・展望についても併せて調査・考察を行うこととする。  
【方法】  
関連参考文献や統計資料を基に分析する。  

【結論】  
 日本では自動車の販売台数は飽和状態にありこれ以上伸びることはないところまで成長している。そ

れゆえ、日本の自動車産業は海外を中心とした展開を見せている。しかし、国内での需要がなくなった

わけではなく、今まで通りの需要は存在する。よって国内では顧客満足を高めるためのアフターマーケ

ット産業に重点が移行することになると思われる。また、自動車産業が海外に進出するに伴い自動車部

品産業も海外へと進出しているが、今までどおり主となる自動車メーカーに部品を供給していく形では

なく、数多くの自動車メーカーと取引をしていかなければいけなくなる。そうしたことから、部品業界

においても競争が激化してきている。  
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